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Amphibian fauna in the Higashi-Hiroshima Campus, Hiroshima University
Chiaki KAMBAYASHI1, Takeshi UTO2, Tsuneo SHIOJI2,
Atsushi KURABAYASHI3 and Norio SHIMIZU4
要旨：広島大学東広島キャンパスにおける両生類相の把握を目的として，2015 年 4 月から 2016 年 4 月にかけて





Abstract: We conducted a yearlong route census to survey amphibian fauna in the Higashi-Hiroshima campus of 
Hiroshima University from April 2015 to April 2016. A total of 2 orders, 7 families, and 10 species were recorded in this 
survey; 5 species (Hynobius nebulosus, Cynopus pyrrhogaster, Bufo japonicus japonicus, Rana japonica, Pelophylax 
nigromaculatus) were listed in the Red Data Book of Hiroshima Prefecture. Although species compositions were distinct 
for each area, alien species such as Lithobates catesbeianus or Procambarus clarkii were observed in many areas, so there 
is concern that these alien species may have a negative impact on the native ecosystem.
Keywords: Amphibian, Campus in Higashi-Hiroshima, Alien species, Reptile
Ⅰ．はじめに






















を査定できる調査手法であり（Sale and Sharp, 1983），
この手法を用いた生物群集の研究はこれまでに数多く
実施されている（Brock, 1954 ; Hobson, 1974 ; Clarke, 
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平池はアベマキ Quercus variabilis を中心とした広葉
樹に囲まれており，傍らには小規模な沢が見られる。
調査区域ごとの詳細は表 1 にまとめた。このときの水
深の指標には岸から 1 m の距離における深さを用い，
緯度経度や標高は調査区域の中央部において Google
マップと連携したソフトウェア地図蔵（2002-2016）
を使用してそれぞれ 2016 年 11 月 12 日と 11 月 15 日
に計測した。
　調査は 2015 年 4 月から翌年 4 月の間，天候に関わ
らず原則週に 1 度，20 時から 0 時にかけて実施した。
図 1．調査ルート
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次いでニホンアカガエル 50 個体，ツチガエル 18 個
体となった。1 回の調査における確認個体数最大値が
最も小さくなったのは，カスミサンショウウオ 1 個体
（2015 年 11 月 5 日）とニホンアマガエル 1 個体（2015
年 5 月 21 日，8 月 20 日，11 月 5 日，2016 年 3 月 31
日，4 月 21 日）であり，ニホンヒキガエル 2 個体 









1 ） カスミサンショウウオ Hynobius nebulosus
（Temminck et Schlegel, 1838）（図 2a）










24 分 13 秒
北緯 34 度
24 分 10 秒
北緯 34 度
24 分 05 秒
北緯 34 度
23 分 58 秒
北緯 34 度
23 分 39 秒
北緯 34 度
23 分 42 秒
北緯 34 度
24 分 23 秒
北緯 34 度
24 分 26 秒
北緯 34 度
24 分 29 秒
北緯 34 度
24 分 31 秒
北緯 34 度
24 分 39 秒
（世界測地系）
東経 132 度
43 分 10 秒
東経 132 度
42 分 57 秒
東経 132 度
42 分 45 秒
東経 132 度
42 分 45 秒
東経 132 度
42 分 50 秒
東経 132 度
43 分 10 秒
東経 132 度
43 分 29 秒
東経 132 度
43 分 12 秒
東経 132 度
43 分 11 秒
東経 132 度
43 分 10 秒
東経 132 度
43 分 25 秒
標高 234 m 226 m 220 m 210 m 202 m 207 m 242 m 240 m 238 m 240 m 256 m
水域の形態 溜池
溜池 / 渓流 /
水田
溜池 湧水湿地 溜池 溜池 溜池 湿地 溜池 溜池 溜池
面積 12,703 ㎡ 10,000 ㎡ 9,896 ㎡ 500 ㎡ 25,325 ㎡ 1,823 ㎡ 1,312 ㎡ 1,984 ㎡ 1,334 ㎡ 2,318 ㎡ 400 ㎡

























種名 / 調査日 4/24 4/30 5/7 5/14 5/21 5/28 6/4 6/11 6/18 6/25 7/2 7/9 7/16 7/23 7/31 8/5 8/16 8/20 8/29 9/4 9/14 9/28 10/2 10/8 10/15
カスミサンショウウオ
アカハライモリ 41 24 2
ニホンヒキガエル 2
ニホンアマガエル 1 1
ニホンアカガエル 2 2 1 2 8 7 15 10 8 2 1 2 3 3 1 1 3 4 2 5 4 2
トノサマガエル 1 4 3 8 9 5 6 7 4 9 13 17 5 3 3 5 2 1 4 5 2 3
ツチガエル 6 14 11 12 14 18 12 8 5 13 7 12 6 6 2 1 1 1 2 2 1 1
ウシガエル 8 11 7 15 15 15 14 8 7 10 10 12 7 9 11 11 10 9 4 6 12 5 7 8 5
ヌマガエル 1 1 1 1 2 3 1
シュレーゲルアオガエル 1 3 3 4 1 2 1 1 1
最大個体数 41 24 14 15 15 15 18 12 8 10 13 17 12 9 11 11 10 9 4 6 12 5 7 8 5
種数 5 6 6 5 6 6 5 6 5 6 4 3 4 4 5 3 4 5 5 4 4 5 2 2 3
種名 / 調査日 10/22 10/29 11/5 11/13 11/19 11/26 12/3 12/10 12/17 12/24 1/7 1/14 1/21 1/29 2/5 2/11 2/25 3/1 3/17 3/24 3/31 4/7 4/15 4/21 最大個体数
カスミサンショウウオ 1 [3] [3] [6] [10] 1
アカハライモリ 3 2 5 11 30 37 8 19 5 24 3 15 7 35 62 59 63 51 34 63
ニホンヒキガエル 1 [3] 1 2
ニホンアマガエル 1 1 1 1
ニホンアカガエル 4 3 1 3 2 1 3 1 2[1] 50[52] 8[96] [124] [254] [279] 1 2 2 2 50
トノサマガエル 1 [2] 17
ツチガエル 1 1 1 1 1 8 18
ウシガエル 8 5 5 2 3 2 1 1 1 2 1 14 3 11 9 5 10 15
ヌマガエル 1 3
シュレーゲルアオガエル 1 4
最大個体数 8 5 5 2 5 11 30 37 8 19 5 2 2 50 8 3 15 7 35 62 59 63 51 34 63
種数 4 1 6 3 4 2 3 4 2 3 1 1 1 3 2 1 1 1 3 2 5 4 3 6 6
表 2．調査ごとの各種個体数［　］内は卵塊・卵嚢数（個・対）
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 a. カスミサンショウウオ（2016年 11月 18日，ふれあいビオトープ） b. アカハライモリ（2016年 4月 22日，ふれあいビオトープ）
 c. ニホンヒキガエル（2016年 2月 14日，県道 332号線歩道） d. ニホンアマガエル（2016年 5月 12日，陣が平山麓水田）
 e. ニホンアカガエル（2016年 1月 29日，生態実験園） f. トノサマガエル（2016年 6月 19日，陣が平山麓水田）
 g. ツチガエル（2016年 8月 25日，奥ノ池） h. ウシガエル（2015年 4月 30日，角脇調整池）
 i. ヌマガエル（2016年 5月 12日，生態実験園） j. シュレーゲルアオガエル（2016年 5月 4日，生態実験園）
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　本調査では 2015 年 11 月 5 日にふれあいビオトー
プにおいて全長 50 mm の幼体を 1 個体確認したのみ
となったが（図 3a），翌年 3 月 1 日には同区域の菖蒲
園脇に位置する流れの上流部において最大 10 対の卵
嚢を確認しており，少なくとも 10 個体のメスの生息
が窺えた。2 月 5 日に初めて 3 対の卵嚢を確認し，3
月 17 日には幼生の孵化が見られた。ただし，2015 年









1993 年 5 月 22 日に賀茂郡黒瀬町大多田奴田ヶ原で採
集した孵化後しばらくの幼生 10 ～ 20 個体を学生が
放流したというものである（大川，私信）。この 1993
年時点ではふれあいビオトープにアメリカザリガニは
















2 ） アカハライモリ Cynopus pyrrhogaster（Boie, 
1826）（図 2b）





た。2015 年 4 月 24 日から 5 月 7 日，11 月 5 日から
翌年 4 月 21 日の間にのみ水中あるいは岸で活動する
様子が観察され，2016 年 4 月 7 日にその個体数は 63










と侵入後の 2012 年の目視・採集個体数が共に約 1/3
となり，2012 年には採集個体の 88.6％が負傷してい
たという（丸野内ほか，2015）。生態実験園では 1993
年に移入が報告されており（Marunouchi et al., 2002），
アメリカザリガニはここから生息域を拡大してきたと
考えられている。この生態実験園における 1997 年か








数の最大は 1999 年で 47 個体，2001 年で 101 個体，
2012 年で 28 個体であったが（丸野内ほか，2015），
2015 年 12 月の目視個体数の最大は 37 個体となった。
アメリカザリガニの侵入が確認された 2009 年を挟ん
で個体数は大きく減少しておりアメリカザリガニによ
る影響が窺える。2012 年からはわずかに増加してい図 3a. カスミサンショウウオ
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るが，これはふれあいビオトープにおいて 2010 年か






4 ） ニホンアマガエル Hyla japonica Günther, 1859 
（図 2d）
標本：May 21, 2015, HUM-AM 006
　繁殖期には東広島キャンパス構外の水田で極めて多
数の個体による合唱が聞かれたが，構内では 2016 年












3 ） ニホンヒキガエル Bufo japonicus japonicus 
Temminck et Schlegel, 1838 （図 2c）
標本：December 10, 2015, HUM-AM 003 ; April 3, 2016, 
HUM-AM 004 ; April 13 2016, HUM-AM 005
　2011 年の広島県の RDB では準絶滅危惧種（NT）
に選定されており（広島県，2011），県内で個体数の
減少が著しい種の 1 つである。
　本調査では 2015 年 8 月 20 日， 12 月 10 日， 2016 年
3 月 31 日に藤ノ丸池周辺，そこから湯池に向かう際
に横断する県道 332 号線の歩道において確認された
（図 3c）。以上の個体が確認された日はいずれも雨天
であった。また，2016 年 3 月 14 日には山中池の抽水
植物が生育する 1 地点において幼生が孵化を始めて
いる 3 卵塊を確認した。本調査ではこの山中池でのみ







macrochirus やオオクチバス Micropterus salmoides，





5 ） ニホンアカガエル Rana japonica Boulenger, 1879 
（図 2e）






























































































（倉本・石川，2000），1 月 29 日は日中から 20 時にか
けて雨天であった。ただし，生態実験園とふれあいビ
オトープの当日の調査では 20 時から 21 時にかけて
既に 45 卵塊を確認しており，産卵直後と考えられる
ゼリー層の吸水が十分でないものは 45 卵塊中 5 卵塊
であった。それ以前の 1 月 21 日の調査では 1 卵塊の
みが確認されており，そこから 29 日までの間では，
28 日の 17 時から翌日未明にかけてが雨天であった。
このことから，確認された 52 卵塊の大部分は 28 日
に産卵されたものであると考えて良いだろう。また卵
塊は 29 日以降の調査からも徐々に増加し，3 月 1 日












　生態実験園では 2011 年に 158 卵塊が計数されてい




動態調査では，1976 年から 1987 年までの卵塊数は約
3 倍の変動幅で緩やかな増減を繰り返したという。実
際に生態実験園における卵塊数は 1995 年から 1999
年にかけて 2 倍以上の増加傾向が見られており
（Marunouchi, 2002），2009 年から 2011 年の間は 1999
年の卵塊数より多い 235 卵塊から約 2/3 である 158 卵
塊までの減少傾向が見られている（モニタリングサイ











6 ） トノサマガエル Pelophylax nigromaculatus
（Hallowell, 1861）（図 2f）




　本種の鳴き声は 2015 年 4 月 24 日から 6 月 25 日に
























































































































1月 2 月 3月 4月
陣が平池
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7 ） ツチガエル Glandirana rugosa（Temminck et 
Schlegel, 1838）（図 2g）
標本：May 14, 2015, HUM-AM 010
　目視による確認個体数は 2015 年 4 月 30 日から増
え始め 8 月に入ると大きく減少したが（図 3g），鳴き




2015 年 5 月 29 日には生態実験園において 1 個体を確
認したが，繁殖行動は確認できていない。また，2015
年 7 月 31 日，8 月 16 日にはふれあいビオトープにお
いて 1-2 個体による鳴き声が観測されたが，やはり繁
殖の有無は不明である。
8 ） ウシガエル Lithobates catesbeianus（Shaw, 1802）
（図 2h）
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どの合唱が観測されたが，構内では角脇調整池におい









9 ） ヌマガエル Fejervarya kawamurai Djong, Matsui, 
Kuramoto, Nishioka et Sumida, 2011（図 2i）
標本：May 28, 2015, HUM-AM 012
　キャンパス構外の水田では個体数を把握できないほ
アオガエル科 Family Rhacophoridae
10） シュレーゲルアオガエル Rhacophorus schlegelii
（Günther, 1858）（図 2j）
標本：May 14, 2015 ♂, HUM-AM 013
　鳴き声は 2015 年 4 月 24 日から 6 月 4 日，2016 年
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陣が平池
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繁殖期とされる 4 月から 5 月にかけて極めて多数の





























































エルは非繁殖期である 6 月や 7 月のみの記録となり，
卵塊も確認していない。一方，ツチガエルの鳴き声が
聞かれたのは 2015 年 8 月 5 日のみであったが，幼生
の確認から繁殖が認められた。
Ⅳ．まとめ
　現在広島県には有尾目 7 種と無尾目 13 種が生息す
るとされているが （比婆科学教育振興会編，1996 ; 
Yoshikawa et al., 2013），東広島キャンパスでは有尾
目 2 種と無尾目 8 種が確認された。比較的有尾目の
27















































































ニホンアカガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○
トノサマガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ツチガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウシガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヌマガエル ○
シュレーゲルアオガエル ○ ○ ○ ○
アメリカザリガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオクチバス ○ ○ ○
ブルーギル ○ ○ ○ ○ ○
コイ ○ ○ ○ ○
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標高 313 m の二神山（北緯 34 度 24 分，東経 132 度
42 分，世界測地系）が位置し，そこではニホンアマ
ガエル，ニホンアカガエル，トノサマガエル，ウシガ
エルに加え，タゴガエル Rana tagoi Okada, 1928 の生
息を確認した。タゴガエルは二神山東側斜面において
盛んに鳴いており，2016 年 4 月 15 日には最低でも 
9 個体の鳴き声を記録した。本種の標本（April 15, 
2016 ♂, HUM-AM 007）は広島大学総合博物館に保
管・収蔵している。ただし二神山における調査は






・クサガメ Mauremys reevesii（Gray, 1831）
　　2014 年 7 月 10 日，砂池
・ ニホンイシガメ Mauremys japonica （Temminck et 
Schlegel, 1835）
　　 2015 年 6 月 8 日，ぶどう池；2016 年 10 月 30 日，
生態実験園
・ ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans
（Wied, 1839）
　　2015 年 6 月 10 日，砂池
・ ニホンヤモリ Gekko japonicus （Duméril et Bibron, 
1836）
　　2014 年 6 月 5 日，ふれあいビオトープ付近
・ ニホントカゲ Plestiodon japonicus （Peters, 1864）
　　 2014 年 4 月 14 日，ふれあいビオトープ；2015
年 3 月 6 日，陣が平山；2015 年 3 月 15 日，がが
ら山
・ ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides（Schlegel, 
1838）
　　 2014 年 6 月 6 日，ふれあいビオトープ；2015 年
5 月 2 日，ががら山；2016 年 4 月 25 日，陣が平
山
・ ジムグリ Euprepiophis conspicillatus（Boie, 1826）
　　 2015 年 4 月 23 日，藤ノ丸池；2015 年 10 月 22
日，陣が平山
・ アオダイショウ Elaphe climacophora（Boie, 1826）
　　2016 年 5 月 21 日，陣が平山
・シマヘビ Elaphe quadrivirgata（Boie, 1826）
　　 2016 年 4 月 25 日，陣が平山；2016 年 5 月 14 日，
砂池；2016 年 6 月 10 日，ふれあいビオトープ（黒
化型）
・ ヒバカリ Hebius vibakari（Boie, 1826）
　　2015 年 8 月 5 日，陣が平山
・シロマダラ Dinodon orientale（Hilgendorf, 1880）
　　2015 年 5 月 8 日，砂池付近
　本種は轢死体のみの確認となった。
・ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus（Boie, 1826）
　　 2015 年 4 月 23 日，藤ノ丸池；2016 年 4 月 15 日，
陣が平山；2016 年 5 月 19 日，湯池
・ ニホンマムシ Gloydius blomhoffii（Boie, 1826）





（Wiegmann, 1835）， タ ワ ヤ モ リ Gekko tawaensis 
Okada, 1956，タカチホヘビ Achalinus spinalis Peters, 

















環境省 （2015）：レッドリスト， http://www.env.go.jp/press/101457. 
html. 2016 年 8 月 10 日閲覧．
環境省自然環境局生物多様性センター（2015）：平成 26 年度
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広島市（2000）：広島市の生物，http://www.city.hiroshima.lg.jp/
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